
工法名： 地下排水溝立ち上がりの既製品化（フレキトン工法） No. 2018-内装-05

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 なし

硬質塩ビ製のチャンネル内部に特殊配合の軽量モルタルを充填した成形体
（既製品／バンクボード）をコンクリートスラブに特殊接着剤で後貼り施工する
ことにより、地下の排水溝などを構築する工法。
地下の立上りなどの雑躯体工事における型枠、配筋、コンクリート打設および
左官工事などの工程が省略ができることにより、工程短縮、労務削減および
廃棄物削減が可能である。 特　徴

・
効　果

・
メリット

【工期】
・立上り構築と側溝部の防水工事が同時に施工可能。
・立上り構築および養生期間（施工時期により2日～1週間程度）が短縮できる
ことにより、対象エリアの仕上げ工程の短縮が可能。

【省力化・労務削減】
・排水溝立上り工事において、配筋・型枠組立・解体およびコンクリート打設作
業が不要。
・単一工程による立上り構築、および切付け・左官補修の労務が不要。

【歩掛り・実績など】
・主に屋内の地下二重壁の立上りや免震基礎のまわり等で使用実績有り。
・歩掛り： 1日20ｍ程度 （条件による）の施工が可能。
・実績： 20年以上

適用条件
・立上り構築のみ、またはバンクボード上に二重壁の構築のどちらでも可能。
・直射日光のあたるところには使用できない。

メーカー等 製造メーカー：(株)ヤマハン　　施工：(株)ソイヤマ

備　考
・側溝内防水も専用の塗膜防水材にて施工され、防水性能は施工メーカーの
責任施工となる。（防水10年保証有、下地の乾燥状態での施工が条件）

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）
フレキトン工法の施工例・施工状況

写真・情報提供 ： (株)ソイヤマ
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